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　皆さんは『東
あずまかがみ

鑑』を知ってい
ますか。鎌倉幕府が編さんした
公式の歴史書で、平安時代末期
から鎌倉時代中期までの出来事
を、将軍の年代順にまとめたも
のです。
　内容は、合戦や政治といった
歴史的な出来事の記録にとどま
りません。源頼朝の娘・大姫が
病を患った際に頼朝が病気平癒
を願って寺社に参詣した記事、
その道中で家臣の大江広元から

「駄
だ

飼
しょう

」と呼ばれる弁当を振る舞
われたことなどのエピソードも

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

第71回 　博物館の学芸員が、あれ
これを語り倒すコーナー。

記されてい
ます。北条
氏と三浦氏
が争った「宝
治合戦」で
は、広元の
四男である毛利季光が、当初は
北条方に付こうとしますが、「若
州（三浦泰村）を捨て、左親衛

（北条時頼）の味方をすること
は武士の致すところか」と妻に
諭され、三浦方への加勢を決意
したという人間味あふれる話も
残されています。
　当時の武士たちの暮らしや考
え方、日常の営みが
記された歴史書の世
界にぜひ、触れてみ
てください。

東鑑が語る
鎌倉の真実
山岡 裕子

博物館HPはこちら

▲「東鑑」（あつぎ郷土博物館蔵）

（全5回。各回60分）。障害者手帳
などを持つ中学生以上各回5人。1
人で参加できない方は18歳以上の
介助者が必要。
　いずれもふれあいプラザ。無料。
参加条件あり。申健康医療課や公民
館、市HPにある申込書を直接または
郵送、ファクス、Eメールで9月30日（必
着）までに〒243-8511健康医療課☎
225-2201・ 223-7066・ 2250@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。

マルチメディアボランティアの
スマホ・パソコン無料講座

■手ほどき 
　10月2・4・9・16・18日。基本操
作・アプリ・インターネットなど
の個別相談。各回5人。
■スマートフォン講座 
　10月23日。基本操作やアプリの
ダウンロードなどを学ぶ。定員8人。
■パソコン講座 
　10月30日。表計算ソフトの基礎
を学ぶ。定員8人。 　
　いずれも9時30分～11時30分。
あつぎ市民交流プラザ。無料。申
9月16日から各受講日の前日12時
までにDX推進課☎225-2457へ。
先着順。スマートフォン・パソコ
ンをお持ちください。

応急手当普及員再講習会
　10月15日、9～12時。消防本部。応
急手当普及員の有効期限の更新や
技能の維持・向上のための講習。有
効期限（3年）以内で市内在住在勤
在学の応急手当普及員30人。3960
円（テキスト代）。申9月16～24日に
救急救命課☎223-9365へ。抽選。

税を考える週間協賛行事
地域ふれあい講演会

　10月22日、18時～19時50分、レン
ブラントホテル厚木。元衆議院議
員でコメンテーターの杉村太蔵さ
んによる「脱！政治家！？僕の人生、
山あり谷あり、笑いあり！？・そこ
から見えた、私たちの将来と日本
の未来」がテーマの講演（オンラ
イン受講可）。定員600人（オンラ
イン100人）。無料。申10月19日まで
に厚木法人会HPから申し込み。先
着順。問厚木法人会☎221-1055。

脳トレリズム体操講座
　11月13日、10～11時。保健福祉セ
ンター。指先体操とリズム運動を融
合した新感覚ゲームエクササイズ。
要支援・要介護認定を受けていな
い市内在住の18歳以上40人。100円

（教材費）。申10月20日までに健康医
療課☎225-2201へ。抽選。

健康運動指導士による運動講座
■リフレッシュコース 
　11月6日。正しい歩き方、腰痛・
膝痛予防の運動、おなか周りを
スッキリさせる体操などの講習と
実技。要支援・要介護認定を受け
ていない市内在住の18歳以上80人。
■歩き方レッスンコース 
　11月17日、12月23日、1月21日（全
3回）。正しい歩き方や姿勢、歩行
を支える筋力トレーニングの講習
と実技。歩行や運動に不安がなく
要支援・要介護認定を受けていな
い市内在住の18歳以上50人。
　いずれも①9時30分～②10時45
分～（各回45分）。保健福祉セン
ター。無料。申10月10日までに健
康医療課☎225-2201へ。抽選。

ゲートキーパー養成講座
　11月18日、10時30分～12時。保健
福祉センター。心の不調のサインに
気づき、声掛けや傾聴、適切な相
談機関につなぐゲートキーパーの知
識を学ぶ。市内在住在勤の方30人。
無料。申9月16日～11月7日に健康医
療課☎225-2201へ。先着順。

経営層向けダイバーシティ
推進セミナー（オンライン講座）

　10月16日、13時30分～15時30分。
男性の育休取得推進の取り組みを
通じ、組織を成長に導くヒントを紹
介。定員30人程度。個別相談＝10
月23・24日、10～12時。対象は4社。
　いずれも無料。申10月3日までに
かなテラスHPから申し込み。抽選。
問かなテラス☎0466-27-2115。

ロボット・アンドロイド研究の
第一人者による講演会

　11月26日、15時～16時30分。レン
ブラントホテル厚木。大阪・関西

万博にも携わる石黒浩さんが「ア
バターと未来社会」をテーマに講
演。市内在住在勤の方200人。無料。
申10月１日～11月25日に厚木商工会
議所ＨＰから申し込み。先着順。
問厚木商工会議所☎221-2153。

スポーツ協会の教室
■ヨガ教室
　10月17・24・31日（全3回）、11
時～12時15分。南毛利スポーツセ
ンター。ヨガの動きで健康・体力
づくり。市内在住在勤在学の方10
人（小・中学生を除く）。1500円。
●軽登山教室「スケールの大きな
滝や渓谷を探勝」
　《説明会》10月17日、19時～20時
30分。あつぎ市民交流プラザ《実
技 》10月28日、8時 ～17時30分。
西沢渓谷（山梨県）。基礎技術の
講習。市内在住在勤在学の方30人

（高校生以下を除く）。4500円。
■中学生軟式野球アカデミー
　10月19日、9時30分～12時。猿ケ
島野球場。基礎的技術の講習。野
球チームに所属する市内在住在学
の中学生20人。500円。
▲小学生バレーボール教室

　10月25日、11月8・15日（全3回）。
18時30分 ～20時30分。 南 毛 利 ス
ポーツセンター。基礎技術の講習。
市内在住の小学生20人。無料。
▲ジュニアサッカー教室
　10月26日、14時30分～15時30分。
南毛利スポーツセンター。湘南ベル
マーレスポーツクラブコーチによる
初心者講習。市内在住の①年中～
年長②小学1～3年生各15人。500円。
　いずれも申ハガキ、ファクス、Ｅ
メールに教室名、〒住所、氏名（ふり
がな）、年齢、●は性別▲は学年、電
話番号を書き、9月25日（必着）まで
に、〒243-0039温水西1-27-1スポー
ツ協会☎247-7212・ 248-7151・
info@atsugi-sports.comへ。抽選。

視覚障がい者の点字体験教室
　10月30日、10～12時。保健福祉
センター。初歩的な点字を学ぶ。
市内在住で視覚障がいのある方10
人。無料。申電話またはファクス
に、講座名、〒住所、氏名、電話
番号を書き、9月16日～10月8日に
社会福祉協議会☎225-2789・
222-7440へ。先着順。

《「講座」は4面に続きます》

未来へつなぐ、地域の伝統

相模人形芝居

長谷座

厚木かるた大会

社 会 福 祉 大 会

《日時》9月21日 
　　　 ①11時～②14時～

《会場》本厚木ミロード「ミロにわ」
《内容》�長谷座による演目の披露と操作

体験
《費用》無料
申不要。先着順。

《日時》11月3日 13～17時
《会場》東町スポーツセンター
《定員》120人
《費用》無料
申9月16日～10月20日にあつぎ
ものしり委員会HPへ。先着順。

日時　10月19日　9時30分～11時30分
会場　保健福祉センター
内容　�市内の社会福祉の発展に貢献した方

の表彰、放課後等デイ
サービス「スローバラー
ド」の子どもたちなどに
よるパフォーマンス。

申不要。
詳細はこちら 詳細はこちら

　厚木に伝わる郷土芸能「相模
人形芝居」を間近で鑑賞・体験
してみませんか。
� 問文化魅力創造課☎225-2509 　厚木の魅力が詰まったかるたの大会を開

催します。� 問企画政策課☎225-2450

問地域包括ケア推進課☎225-2200

市民協働提案事業 社会福祉発展への功績をたたえて

詳細はこちら
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